
小林専務理事より「ちょっとお話がと・・」
軽い気持ちで伺ったのが運の尽き� 本コラム
に執筆することになってしまいました。
小林専務理事いわく，読まれる方は皆さんガ

ラスが専門とは云え，ガラスびんのことは知ら
ない方が多いはず，業界ならではの「へ～ッ」
というような話題をまとめてみては？とのヒン
トをいただいたので，この機会に思いつくまま
にご紹介したいと思います。
私もガラス会社の出身とは云え，ガラスびん

は未知の世界。そんな業界にお世話になり，早
１０年目を迎えようとしています。それでは，
入り立て早々の逸話より紹介しましょう。

びん底の話

協会に入り立ての頃，前任の専務理事より
「ガラスびんの底に製びん会社と工場名の入っ
たマークが刻印されているので色々な商品を確
認してみては？」とのご指示をいただいた。
早速，休みの日に近くのスーパーを覗いてみ

た。お酒，食料品，調味料，ジャム，飲料など
様々な商品が並ぶ中，商品を手に取っては，び

ん底を確認するのだが，やはり，姿格好は不自
然，ましてや普段着姿のおじさんとあればおか
しく見えて当然のこと，程なく警備員の人がや
ってきて，事情聴取を受けることに・・約１５
分の出来事であった。近所にあるこのスーパー
は，今でも頻繁に顔を出すが，びん底を覗く
「技」は磨かれているようだ，不審者に間違わ
れることはなくなった。次に業界の皆さんと食
事を共にする機会が多々ありますが，飲み物は
ガラスびん入りが私たちの常識。ここでも業界
の皆さんは必ずびんの底を覗く，そして，しげ
しげとびんのフォルムを確認し納得したように
テーブルに戻す，この仕草はまさに業界人の
「ルーティーン」なのかも知れません。

ガラスびんは今では７５％がカレットからで
きている

ガラスびんは，資源有効利用促進法と云う法
制度の基に製造事業者にはカレットの使用が義
務付けられ，５年毎に目標となるカレット利用
率の見直しを行うよう省令により定められてい
ます。昨年，改正されたカレット利用率目標は
７５％と決まったのですが，最後は１％を上げ
るか否かの厳しい攻防が続いたのが懐かしい想
いがします。即ち，１本のガラスびんの７５％
は，カレットを原料に製造されていることにな
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ります。大昔のガラスびんがまたガラスびんと
して蘇る。何とロマンに溢れた話ではないかと
あちらこちらで話をしています。直近のカレッ
ト利用率の実績を見ると７５．４％と何とかクリ
アしていますが，ガラスびんのリサイクル事情
から来るカレット不足やカレット率を上げるこ
とによる色調変化などの課題が山積していま
す。そして，この実績の裏には良質なカレット
を提供いただいているカレット商の存在が大き
く，製びんメーカーとの長年に渡る信頼関係が
あってこそなせる妙技であると感じています。
※カレットとは：ガラスびんをリサイクルする際
に，一旦粉砕した状態のガラス屑

茶色びんの色調の濃淡について

ガラスびんには，色々な色調のびんがありま
すが，割合としては，無色が４５％，茶色４３％，
その他の色１２％となっています。その中でも
主力の茶色びんは，軽量化の流れを受けて，肉
厚を薄くしたことにより，見た目の色調が変化
し調整が必要となるのです。今は，多品種小ロ
ット生産が主体となり，一日，５回～６回の型
替え作業を入れ，生産体制を維持しています。
よって，生産計画の担当者は品種，ロット数，
納期，製品毎の色調の違いなどの細部の仕様を
考慮して生産計画を作りますので，生産と営業
の中に入りストレスの多い仕事ではないでしょ
うか。そして，中味メーカーとは色調範囲も細
かく決められていますので，色調の範囲に入ら
ない製品は当然不良品となるわけです。茶色び

んは光をカットするので，品質を保持する上で
重要な役割を果たしますが，ビールびんはビー
ルメーカーにより同じ茶色びんでも色調基準に
それぞれ違いがあるそうです。ビールびんを並
べてみるとびんにより濃淡があるのが判ると思
います。Ａ社は濃く，Ｂ社は若干薄いといった
具合でしょうか。ビールびんは現在，ビール３
社による共通びんと１社による専用びんが存在
していますが，特に３社共通びんはリターナブ
ルびんとして回ってしまえば，色の濃淡は余り
関係がないように思うのですが，各社それぞれ
主張があり難しいテーマのようです。因みに製
びんメーカーでは茶色びんを製造する際，得意
先の要求する色調範囲に入るよう微妙にコント
ロールしながら一定の品質を維持しているわけ
です。

ガラスびんの価格は重量で決まる（軽量び
んだから価格を下げてと厳しい要求も？）

ガラスびんの価格の値決めは重量換算により
決められています。古くからの商慣例が今もな
お根付いています。１ｋｇ当りの価格は「何銭，
何文」と云った具合に現代の貨幣にはない珍し
い単価が飛び交うそうです。ガラスびん業界で
はガラスびんの軽量化に取り組んでいます。軽
量化するには形状を工夫して軽くする方法とガ
ラスびんを肉薄にして外面を樹脂でコーティン
グする方法があります。共に難しい技術とコス
ト高に繋がる付加価値の高い製品なのですが，
納入先との価格交渉では，「減量したのだから

＜正会員会社６社の刻印マーク＞
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従来

従来びん 470g 軽量びん 380g 

従来びん口 口欠け防止

口欠けの例

価格を下げて」との厳しい要求？があったそう
です。価格が重量により決まるという商慣例の
最たる弊害でしょうが，付加価値の高い先進的
な技術を結集した製品を高く評価して欲しいと
願って止みません。

リターナブルびんは何回まわっている？

ガラスびんには，「ワンウェイびん」と「リ
ターナブルびん」がありますが，リターナブル
びんは洗って何度でも再使用できる他素材容器
にはないガラスびんの最大のメリットを活かし
たシステムです。一般的には，ビールびんや一
升びん，牛乳びんなどが代表的な品種として挙
げられます。それでは，リターナブルびんは何
回位まわっていると思いますか？ ビールメー
カーや牛乳メーカーのように回収システムを高
いレベルで構築しているところとびん商と呼ば
れるびんを回収して自社で洗びんして，酒造
メーカーなどに納入する業者とは，大きな違い
があります。数年前に行った調査では，平均１０
回程度，回っていることが報告されました。因
みに，ビールびんは平均１６回程度，牛乳びん

は平均１５回程度，一升びんは平均２回～３回
と云ったところでしょうか。牛乳びんは早くか
ら軽量化製品としてガラス外面に樹脂コーティ
ングをしたことによりタフなびんになったと云
われていて，６０回以上回っても大丈夫とのこ
と。因みに牛乳びん（２００ml）の重さは，従来
品の２４４ｇに対し，今では１２２ｇと半分の重さ
になっています。

ビールびんも進化している

馴染みのあるビールびんですが，実はビール
びんも密かに進化を遂げているのでご紹介いた
しましょう。某ビールメーカーのビール中びん
（５００ml）が改良され新しいびんを最近見かけ
るようになってきました。酒席で見かけたとき
はうんちくのひとつとしてご披露ください。ポ
イントは大幅に軽量化され，従来の４７０ｇが３８０
ｇとなり約２０％軽量化されています。持って
みると重さの違いを実感いただけると思いま
す。軽量化されたことにより胴径が１．５mmス
リムになっています。そして，肉薄になった部
分を補強するためにびんの表面にはセラミック
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スコーティングを施し，強度を維持しながら軽
量化が図られました。リターナブルびんなので
これから約１０年以上掛けて，既存のびんから
新たなびんに切り替えていくそうです。もうひ
とつの進化は，びんの口部を改良することによ
り，口欠けを防止する機能を持たせたことで
す。口欠けは栓を一回で開けられず，栓抜きを
更に奥に入れ，栓抜きの爪が口部のリップ部分
に当たり起こる二度掛けが原因とされていま
す。今回，口部の寸法を微妙に修正することに
より改善に繋がりました。このように見た目で
は判らない部分ですが，使い易さをと安全を追
求し日々進化を遂げています。今はビールを缶
やジョッキーで楽しむ方が多くなりましたが，
美味しいビールを飲みたければ，品質も安定し
た工場直送でしかもガラスびんならではのキリ
ッと冷えた美味しい生を味わえますのでビール
党の方には，是非びんビールをお薦めします。

世相を映すガラスびん

日本ガラスびん協会が主催し「ガラスびんア
ワード」というイベントを例年開催しています
が，回を重ねて今年で第１４回目を迎えます。
お陰様で今では，業界の一大イベントとして定

着しています。
審査委員長には，マルチな才能を発揮し人気

となっているリリー・フランキーさんを，審査
委員にはフリーアナウンサーとして活躍してい
る富永美樹さんを迎え，その年に発売されたガ
ラスびん入り商品を評価し表彰しています。審
査会では，毎年３００本を超えるエントリー商品
の中から評価していくのですが，商品を見てい
くと，その年の流行や社会の情勢が反映してい
ることが良く判ります。例えば，東日本大震災
の翌年の商品は，質実剛健で強さを印象付ける
商品であったり，富士山が世界遺産に指定され
た年は，富士山をモチーフにした商品であった
り，安倍首相がアベノミクスを標榜した年は，
景気浮揚を印象付けるプレミアムな商品であっ
たりします。いつもながら時代やニーズを読み
商品として世の中に発信する各メーカーの発想
とパワーには，心地良い驚きと感動を感じなが
ら楽しませていただいています。今年はどんな
商品に出会えるやら？今から楽しみにしていま
す。因みにガラスびんの最近の傾向は原点回帰
とでもいうのでしょうか。ガラスびん本来の機
能や特性を活かした商品が際立つようになって
きました。

最優秀賞
CHOYA PREMIUM
GOLDEN BALANCE

審査委員賞（リリー・フランキー賞）
八海山３００ml シリーズ
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最優秀賞を受賞したチヨーヤ梅酒やリリー・
フランキー賞を受賞した八海山も馴染みあるボ
トルデザインを改良し進化させたとして，高い
評価を受けました。

ガラスびんの充填現場での話（センサーの
レベルを最大に上げて対応）

ある清酒メーカーの「カップ酒」を充填する
ラインをご案内いただいたときの話です。たく
さんのカップ酒が充填されライン上を流れてい
きます。コンベアーの上をびん同士が当たりな
がら「カチン，カチン」と独特の音を響かせな
がら流れていく実に壮観な光景です。
品質を保持するため，充填するときのお酒の

温度は６０度とのこと。コンベアーの最終に異
物センサーが設置されていて，センサーが働き
チェックされた商品は排除され目視など再検査
を受けることになります。なぜかその日は排除
される商品が多く，見ている我々も神妙な気分
になってしまいます。つい担当の方に「いつも
こんなに出るのですか？」と質問を，「今日は
多いですね。」との返答が・・後で理由を聞く
と，異物センサーのレベルを最大にセットして
いるので，室温との温度差によりびんの外面に
水滴が付着し反応しているとのことでした。万
が一にも異物が混入すると大変なことになるの
で，細心の注意を払っているとのこと。ガラス
びんの品質への要求と不良品は出さないという
メーカーの厳しい姿勢を強く感じた瞬間でし

た。特にガラスびんは食料や飲料と密接な関係
を持つことから厳しい品質の維持が要求されて
いることが容易に理解することができました。

消費者クレームの話（ワインびんのコルク
が抜けず怪我をした）

協会には様々な問合せが寄せられますが，印
象に残る消費者クレームをご紹介しましょう。
最近のお手頃価格のワイン（特に輸入品）は，
コルク栓ではなく，樹脂製のものが出回ってい
ますが，当該品も輸入ワインなのでガラスびん
も海外製です。失礼ながら国産びんの品質には
到底及ばず，びんの口部の口径にもバラつきが
ある訳でして，微妙に口径の細いびんに樹脂栓
で栓をしたことから，抜けなくなって，飲みた
い余りに二人掛りでワイン栓抜きを樹脂栓に２
本差して強引に回したそうです。するとびんの
肩部（この部分は肉薄すになっている）より割
れてしまい怪我をしたとのこと。ガラスびんの
最小肉厚に関する相談でした。びんが悪いのか
強引に抜こうとした方が悪いのか，見解は分か
れるところでしょうが，「ガラスは優しく扱わ
ないと割れるのは当然のこと」ガラスを愛する
者にとっては切ないお話でした。その後，同件
は無事に解決したそうです。皆さんもお手頃ワ
インの樹脂栓には御用心を・・それからびんは
国産びんのものをご愛飲ください。（びん底を
確認してみてください）
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